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景観形成資源の保全及び活用に係る登録・認定建造物制度の検討 

 
都市づくり推進課 

 
１）城下町エリアの位置づけ 

（１） 高槻市文化財保存活用地域計画における城下町エリアの位置づけ  

 関連文化財群  

高槻市の歴史文化の特徴や地理的・歴史的・空間的関係性を考慮し、一定のまとまりをもって

存在する様々な文化財を８つの「関連文化財群」として設定し、以下のような相互のつながりを

形成しながらその魅力を発信します。また、課題・方針・措置を定め、保存と活用を進めます。 
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 文化財保存活用区域  

○設定の目的 

 文化財保存活用区域とは、文化財が特定の場所に集中している場合に、その周辺環境を含め

て一体的・連続性を持つ文化的な空間を創出するための計画区域です。 

 本計画では、関連文化財群「I－１戦国ロード」のうち、高槻城下町の範囲をこの区域とし、

文化財の保存と活用を図ることで魅力的な空間の創出につなげ、“歴史回廊”の形成を牽引し

ます。 

そして、総合的かつ分野を横断する施策を展開し、文化資源・文化財の地域のアイデンティ

ティやシンボルとして認知を広げ、市民の誇りや愛着を育んでいきます。 

なお、区域の範囲は、高槻城下町の出入り口「高槻六口」を概ね境界とし、駅からのアクセ

スルートや周遊・回遊ルートも設定します。 

 

将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高槻城の風情が感じられるまちなみ 

高槻城公園及び芸術文化劇場の整備を起爆剤に、城下町独自の都市構造や、継承さ

れてきた文化財の価値を活かした取組を総合的に展開し、城下町らしい魅力的な空

間としていきます。 

 

周辺ゾーン 

鉄道からのアクセスルート整備や

公共用地の利活用、公共施設の修

景整備により誘導機能向上 

まちなみ・景観形成 

（エリア全体） 

建造物等の外観・意匠誘導等に

より城下町らしい統一感・連続

性の感じられる空間形成 

コアゾーン 

本市のシンボルともなる城下町ら

しい空間を形成 

【本計画期間内に実現】 

・櫓の復元（高槻城公園公園北エ

リア） 

・芸術文化劇場整備（高槻城公園

公園中央エリア） 

【将来の実現を目指す】 

・天守の復元（高槻城公園公園南

エリア） 

・しろあと歴史館の歴史・観光拠

点化 
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２）城下町エリアの町家等の状況 

（１） 今年度の調査の対象について  

   城下町エリアの将来像を踏まえ、エリアに立地する町家・武士系住宅、寺社や和風の

住宅など、下記の「城下町らしさ」を感じられる仕様を有する対象を、広く「登録・認

定建造物」の候補として抽出した。あわせて、抽出した対象で建物と共に地域景観を特

徴づけている樹木についても抽出した。 

また、昨年度の審議会での委員意見を受け、古地図の道の曲がりや水路等の地形・地

物を元に現在の地図と照合し、町家、武家、堀等と想定される位置を重ね合わせ、抽出

した対象を図上にプロットした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４  調査対象建物位置図 

 

【対象とした仕様】 

黒・灰系色の日本瓦葺（桟瓦、本瓦）、漆喰、虫籠窓、駒寄、板張塀、真壁造、妻面の

破風板、木製格子、木製建具（窓、玄関）、築地塀、板貼 

 

 

日本瓦 漆喰 

板貼 

駒寄 板張塀 

虫籠窓 真壁造 

木製建具 木製格子 

破風板 

築地塀 


